
赤十字新聞　編集・発行／日本赤十字社 広報室
〒 105-8521 東京都港区芝大門 1-1-3
TEL : 03-3438-1311
一部 20 円　
赤十字新聞の購読料は会費に含まれています。

7no.926
July 2017

平成29年7月1日（毎月1日発行）　
赤十字新聞　第926号
昭和24年9月30日 第三種郵便物認可

C O N T E N T S
￣￣
FEATURE__2
【愛の血液助け合い運動月間】

ちゃんと届くには
ワケがある。
輸血用血液製剤の安定供給を支えるシステム

SPECIAL TOPICS__4
平成 28 年度日本赤十字社
決算概要報告

全国赤十字大会

LOVE in Action Meeting（LIVE）

Column
［とっさのとき、どうする？］
熱中症

AREA NEWS__6
全国／茨城／埼玉／東京
長野／愛知／島根／山口

Column
［健康豆知識］
おたふく風邪

WORLD NEWS__8
イラク紛争犠牲者医療救援事業
帰国した４人の医師が感じた平和ヘの想い

あ
な
た
が

      

つ
な
ぐ
、

    

命
が
あ
る
。

小
林
麻
耶
さ
ん
が
献
血
を
語
る
。

が
ん
を
患
っ
て
闘
病
中
の
妹
・
麻
央
は
、

今
年
４
月
に
輸
血
を
受
け
ま
し
た
。

献
血
し
て
く
だ
さ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
お
か
げ
で
、

妹
は
命
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
の
輸
血
が
な
か
っ
た
ら
、

ど
う
な
っ
て
い
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

受
血
者
の
家
族
の
一
人
と
し
て
、

献
血
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

妹
が
が
ん
に
な
り
、

私
自
身
も
体
調
を
崩
し
て
仕
事
を
休
ん
で
、

「
今
生
き
て
い
る
の
は
当
た
り
前
で
は
な
い
」と
い
う
こ
と
、

命
の
大
切
さ
と
尊
さ
を
、

本
当
の
意
味
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
の
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
が

周
り
の
人
を
幸
せ
に
す
る
ん
だ
、

と
気
付
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

命
の
大
切
さ
、
献
血
の
素
晴
ら
し
さ
を
、

今
、
深
く
深
く
感
じ
て
い
ま
す
。

小
林
麻
央
さ
ん
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
コ
メ
ン
ト
は
6
月
6
日
に
行
わ
れ
たLO

VE in A
ction M

eeting

（LIVE

）の
時
の
も
の
で
す
。



ちゃんと
 届くには
ワケがある。

輸血用血液製剤が患者さんに届くまで

FEATURE FEATURE

輸血が必要となる手術や病気の治療などは、各医療機関で日々計画的に行われています。皆
さまに献血いただいた血液は、そのほとんどが血液製剤（輸血用血液製剤や血しょう分画製剤）
となって、それぞれ必要な患者さんの元へ届けられます。ただし、血液は生きた細胞。人工
的に造ることはできず、長期の保存もできません。採血の現場から患者さんにお届けするま
でには、スピーディーに検査や製造、供給を行う必要があります。365日24時間、必要とさ
れる輸血用血液製剤を必要な時に、確実にお届けすることは、わたしたちの使命です。そし
てそれは皆さまの善意の献血と、広域的な需給管理体制によって支えられています。

献血 保管 輸血

１日に必要な輸血用血液製剤は約５万本！

　平成 28年度のデータによると、１日に必要とさ
れる輸血用血液製剤の数は約５万本（200mL単位換
算）！　季節や曜日によって変動しますが、この数
の製剤を製造するためには１日で約１万3000人分
の献血協力が必要という計算になります。
　輸血用血液製剤は日々安定的に供給されていま
すが、そこにはいくつかの理由があります。その１
つが、１カ月ごとに更新される採血計画です。
　採血計画は、あらかじめ作成された１年間の事業
計画に則って作成されます。常に２カ月先まで作成
され、医療機関から届けられる情報などを元に毎月
更新して微調整しています。 この採血計画に基づき、
国民の皆さまに献血へのご協力をお願いし、必要と
される量の血液を確保することで、輸血用血液製剤
を過不足なく製造することが可能となっています。

その他にも、将来を見据えて、医療技術の発展や人
口動態などを踏まえ、５年、10年先の輸血用血液
製剤の需要予測も行っています。
　また、献血種類によっては、リアルタイムな協力
状況に応じた呼び掛けを行う場合もあります。「今、
Ｏ型の血液を必要としています」というお願いは、
今まさにその地域でＯ型の輸血用血液製剤が必要
とされており、「補充が必要」と判断され行われてい
ることもあるのです。

ブロック血液センターは需給調整の要

　安定供給を支える２つ目の理由が、全国の血液
センターをつなぐシステムです。
　皆さまからの献血によって製造された製剤は、
全国47カ所の血液センターを含め、102カ所の
供給施設（2017年４月現在）に分散して保管され、

いつでも医療機関へお届けできる体制を整えてい
ます。各都道府県の血液センターはオンライン上
でつながっており、今、どの製剤がどこの施設に
どれだけあるのかをシステムで確認することが可
能。迅速な対応を図っています。また、各センター
の製剤の在庫状況や今後の需要の見込みに関し
て、定期的にテレビ会議を行い、情報を共有して
います。
　もし、東京の血液センターでA型の在庫が減少
してしまったら……。そんなときは東京都江東区
にある関東甲信越ブロック血液センターへ連絡。関
東甲信越ブロック血液センターの需給管理課は、全
国の血液センターにある在庫を確認して「北海道に
て対応可能」と判断することも。その場合は北海道
ブロック血液センターへ連絡し、東京への輸送を
依頼します。こうして、A型の輸血用血液製剤が約
1000キロの空路・陸路を経て、早ければ当日中に

全ての血液成分を採血する
「全血献血」と、血小板また
は血しょうのみを採血する
「成分献血」の２種類の方法
によって採血。

検査・製造

献血された血液は製造所へ
と送られ、血液型検査、感
染症検査、生化学検査、核
酸増幅検査（NAT）などを行
い、輸血用血液製剤として
製造。

製造された輸血用血液製剤
は、それぞれの製剤に最も
適した条件で、全国の血液
センターにある冷蔵室や冷
凍庫などで保管。

供給

医療機関からの要請が入り
次第、血液センターから医
療機関へ、迅速に供給。

輸血用血液製剤には、「赤
血球製剤」「血しょう製剤」
「血小板製剤」「全血製剤」が
あり、けがや病気の治療に
日々使われています。

患者さんの元に届けられることもあるのです。
　関東甲信越ブロック血液センターの需給管理
課・東紀利係長は日々の勤務について、「需給管
理課では毎日、全国各地から電話が鳴りっぱなし
です。大変なこともありますが、それだけ日々、
製剤が必要とされているということ。皆さまの
献血によって安定供給が支えられているのだと、
日々実感しています」と話します。

輸血用血液製剤を１年365日、24時間お届け！

　安定供給を支える３つ目の理由。それは輸血用
血液製剤の製造施設であるブロック血液センター
と医療機関への供給施設である血液センターをつ
なぐ定期便です。定期便は製剤の補充のため、毎
日、複数便運行されており、 長距離移動の場合は
飛行機、電車が利用されることもありますが、基

本的には自動車によって運ばれることから、道路
状況などによっては到着時間が読めない場合も。
同じことは、各血液センターから医療機関へ血液
をお届けする場合にもいえます。
　とはいえ、いつ緊急的に必要となるか分からな
いのが血液製剤です。そのため、雪や雨といった
天候不良、花火大会といったイベント開催により
交通渋滞が予測できる場合は、運搬ルートを変更
するなど、臨機応変に対応することで、365日、
24時間いつでも医療機関へお届けできる体制を
整えています。

安定供給のために

　全国の血液センターに保管されている製剤。こ
の在庫量について、日本赤十字社血液事業本部・
供給管理課の中津留敏也課長は「赤血球製剤の場

合は、平日供給量の３日分を安定在庫と考えてい
ます」と話します。
　「現在、１年間で約480万人、約190万リットル
の献血をいただいています。ご家族の輸血体験を
きっかけに、毎月のように協力をいただいている
方もいらっしゃり、本当にありがたいことです。
しかし輸血用血液製剤は、長期的に保存すること
はできません。赤血球製剤の有効期間は採血後
21日間、血小板製剤は４日間ですので、災害時
だけでなく、何げない毎日こそ、皆さまからの献
血が必要です」
　血液製剤は常に患者さんに必要とされており、
緊急時はもちろん、平時だからこそ不足が起こら
ないよう、細心の注意を払い、将来に備えていか
ねばなりません。
　７月は「愛の血液助け合い運動」月間。あなたも
この機会に献血の在り方を考えてみませんか。

いつ、どこで、どのくらいの量の献
血をしていただけるか？ 需要予測に
基づき２カ月先まで立てられた採血
計画は、変動する輸血用血液製剤の
在庫量や各医療機関からの需要に対
応して毎月更新されます。また、メー
ルやハガキによる依頼のほか、各献
血会場での呼び掛けなどさまざまな
方法により、在庫状況に応じた献血
の協力をお願いすることで、必要な
血液を確保しています。

　  Reason 1

献血バス

血液センター 血液センター 血液センター

ブロック血液センター

全国各地へ運ばれる輸血用血液製剤

365日・24時間

血液センターの冷蔵室で
保管される製剤

̶輸血用血液製剤の安定供給を支えるシステム̶

各都道府県にある「血液センター」。ここに、輸血
用血液製剤が保管され、医療機関へ届けられます。
血液センターは、全国７カ所で需給管理を担当す
る「ブロック血液センター」を軸にネット
ワークがつながっており、どこの施設
にどの製剤が何本あるのか、
いつでも分かるように
なっています。

輸血用血液製剤は全国各地で
365日、病気やけがの治療に使
われています。そのため、これ
らの製造施設でもあるブロック
血液センターとブロック内の血
液センターをつなぐ定期便を毎
日複数便運行。どこかの血液セ
ンターで製剤が一時的に減少し
た場合は、他のセンターから搬
送して在庫を補充することで、
安定供給を可能にしています。

疾病別輸血状況（2015年 東京都）
がん　36.1％

血液及び造血器  20.9％

その他の疾患 12.9％

損傷、中毒及びその他の外因　3.0％

妊娠・分娩　0.6％

腎尿路生殖器系　1.9％

筋骨格系及び結合組織　1.3％

消化器系　7.6％

循環器系 15.7％

輸血用血液製剤の多くはがん（悪性新生物）の患者さんの治療に使われています。

　  Reason 2

パソコンと電話で全国各地の需給を管理テレビ会議の様子

　  Reason 3

定期便

Let’s 社会見学！
血液事業の現場に潜入

　献血された血液が、どんな工程を経て、
医療機関に届けられるのか─。自分自身の
目で確かめてみませんか。日赤では、広く
皆さまに血液事業を知っていただくため、
主に検査・製造施設でもある全国 7カ所の
ブロック血液センターを中心として、見学
ツアーの受け入れを行っています。
　実際に作業している検査室や製造室を見な
がら、血液のこと、献血や輸血のことを学べ
る機会です。ぜひお近くのブロック血液セン
ターにお問い合わせください！
※ツアーの有無や内容、見学条件は施設によって
異なるためご注意ください。また、事前のお申し
込みが必要となります。

東京都福祉保健局・平成27年東京都輸血状況調査集計結果（概要）より

血液は生きた細胞
７月は愛の血液助け合い運動月間
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差引額
ー 188億2811万6千円

差引額
25億4496万５千円

差引額＊

44 億 7903万円9千円

TOPICS

平成28年度、日本赤十字社は一般会計と３つの特別会計（医療施
設、血液事業、社会福祉施設）を合わせて総額１兆2000億円を超
える規模の事業を展開しました。このうち、個人・法人の皆さま
からいただいた会費（社費）や寄付金を主な財源として実施した活
動にかかる一般会計の歳入・歳出の概要は以下のとおりです。

平成28年度
日本赤十字社の決算概要を報告します。

●「守る」をひろめる
　活動のために
　 33億5691万２千円
　（4.8%）

●海外での救援・開発協力
　活動のために
　31億4377万８千円（4.5%）

●赤十字施設の
　設備投資のために
　36億3221万円（5.2%）

●広報・普及活動のために
　24億7354万4千円（3.6%）

●次年度繰越金
　35億899万７千円（5.1%）

●地域のボランティア
　活動支援のために
　19億7948万４千円
　（2.9%）

●翌年度以降の
　継続事業のために
　104億8596万９千円（15.1%）

会費（社費）・寄付金・
海外への救援金
206億5552万3千円

（29.8%）

●国庫委託金など
　１億7827万3千円
　（0.3%）

災害義援金
305億472万８千円

（44.0%） 

●前年度繰越金
　38億4505万6千円　　
　（5.5%）

継続事業のための繰入金●
98億7012万2千円（14.2%）

歳出
692億

8560万7千円 歳入
692億

8560万7千円

医療施設特別会計
診療報酬を主な財源とする赤十字病院など
の運営に伴う収入、支出です。

収入　1兆202億9277万2千円

支出　1兆391億2088万9千円

血液事業特別会計
医療機関への血液製剤の供給による収入を主
な財源とする赤十字血液センターの運営に伴
う収入、支出です。

収入　1611億3791万5千円

支出　1585億9295万円

社会福祉施設特別会計
措置費収入、介護保険事業収入などを主な
財源とする各種社会福祉施設の運営に伴う
歳入・歳出です。

歳入　181億2016万円

歳出　136億4112万円

災害義援金
313億7603万円
義援金はその全額を被災された方々に届けます。

●東日本大震災復興
　支援のために
　16億4472万2千円（2.4%）

●事務管理のために
　58億2314万１千円
　（8.4%）

　　　　●その他
　　　34億6895万9千円
　　　（5.0%）

●決算書の詳細は日本赤十字社ウェブサイトをご確認ください。 
    http://www.jrc.or.jp/about/fi nancialresult/
    平成28年度業務報告書（Annual Report 2016-2017）は7月５日公開です。
    なお、本社・支部間で重複計上されている25億6256万４千円については
    差し引いて表示しているため、上記の歳入・歳出額は決算書と一致しません。 

注１）差引額は千円未満を切り捨てているため、差は一致しません。 注２）収入とは「収益的収入」、支出とは「収益的支出」、差引額とは「収益的収入支出差引額」のことです（＊の差引額を除く）。

【内訳（抜粋）】
熊本地震災害義援金
280億9301万8千円
東日本大震災義援金（平成28年度のみ）

26億1686万9千円

●国内の災害救護
　活動のために
　332億3684万5千円
　（48.0%）

●国庫補助金や
　公益補助金
　 7億6294万3千円
　（1.1%）

●

●
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　平成29年全国赤十字大会が5月25日、日本 
赤十字社名誉総裁の皇后陛下、名誉副総裁の秋 
篠宮妃殿下、寬仁親王妃殿下、高円宮妃殿下の 
ご臨席の下、明治神宮会館（東京都渋谷区）で 
開かれました。
　昨年は 4 月に発生した熊本地震災害の対応に
より、大会が中止に。よって 2 年ぶりの開催と
なります。日本赤十字社創立140周年の記念大
会である今年は、全国から会員やボランティア
ら約2000人が出席。事業に功績のあった個人や
団体に贈られる有功章が、皇后陛下からジョン
ソン・エンド・ジョンソン株式会社など受章者
代表の７個人６社に授与されました。また、創
立140周年を記念した特別表彰も行われました。
　式典では、近衞忠煇社長が「われわれの日々
の努力の積み重ねこそが、国際赤十字が創設以 
来スローガンに掲げてきた『人道を通じて平和 
を』を達成する道だと固く信じている」とあい

TOPICS

全国赤十字大会TOPICS
2017 年 5 月 25 日 於:明治神宮会館

日本赤十字社創立140周年の記念となった今回の全国大会。事業に功績
のあった個人や団体に贈られる有功章が日赤名誉総裁の皇后陛下から授
与されました。創立140周年を記念した特別表彰も行われた式典終了後
には、谷村新司さんのコンサートも開かれ、充実した大会となりました。

皇后陛下より有功章が授与されました

　６月14日の 世 界 献 血 者 デ ー を 前 に、 日
本赤十字社は６月６日、献血推進イベント

「LOVE in Action Meeting（LIVE）」を東京国
際フォーラム（東京都千代田区）で開催しま
した。人気バンド KANA-BOON など４組の
アーティストや、日本高校ダンス部選手権

新人戦で LOVE in Action 特別賞に輝いた３
校が熱いパフォーマンスを披露。長崎から駆
けつけた医学生の熊谷さんは、がんの闘病体
験を語り、献血への感謝と献血の必要性を呼
び掛けました。また、2015年まで司会を務
めた小林麻耶さんがゲスト出演（表紙参照）。

　会場では、スタ
ン プ ラ リ ー も 行
われ、たくさんの
人が参加して、日
赤 の 活 動 に 対 す
る 理 解 を 深 め て
いました。

急病編① 熱中症

頭がぼーっとして、体が熱くなってきた…… 
　それは熱中症のサインかも！

　運動中に体が熱くなり、なんだか頭がぼーっ
としてきた。もしかしたらその症状は、「熱中症」
かもしれません。
　熱中症は、室外・室内の暑い環境で過ごすこ
とによって、体温の上昇や脱水が起きた状態を
指します。めまいや立ちくらみ、足がつる「筋
肉のこむらがえり」といった初期症状が出たら
要注意です。ガマンしてしまうと、頭痛や吐き
気、さらには意識障害、けいれんなど、危険な
症状につながってしまいます。
　熱中症になったら、まず体の熱を放散させま
す。クーラーの効いた部屋や木陰で横になり、

全身をうちわなどであおぎましょう。首筋など
の大きな血管が通る部分だけでなく、体全身を
冷やすようにします。スポーツ飲料や経口補水
液で、水と塩分を補給しましょう。
　熱中症は、日々の心掛けで防ぐことが可能で
す。直射日光を避ける、喉のかわきを感じる前
に水分をとる、汗をかく環境では塩分補給も行
うなどを暑い季節の習慣にしましょう。また、
寝不足や疲労によって熱中症になりやすくなる
ため、日頃から休養をしっかりとることも大切
です。高齢者は症状に気付きにくいので、特に
気を配りましょう。

file.3

「とっさのとき、どうする？」は切り取って保存していただけます

LOVE in Action Meeting (LIVE)

「献血の大切さを伝える素晴らしいイベント」と小林麻耶さん

新曲を披露した KANA-BOON（カナブーン）

可能であれば、全身に水をかけてからあおぐと、
熱の放散を促すことができます

　2006年の中国 SARS
被害への支援をきっ
かけに赤十字の活動
に協力しています。世
界各国でコンサート
を行って感じるのは、
歌や文化には、政治や
経済で起きる利害の
対立を超え、心をつな
ぐ力があるというこ
と。 赤 十 字 が 持 つ 力
も、同じですよね。こ
れからも、歌を通じて
人と人の思いをつな
ぐ活動を続けていき
たいと思っています。

谷村新司さんから
赤十字同様、思いをつなぐ活動を続けたい

さつ。熊本地震発生直後から最前線で被災者の
治療などに当たった宮田昭医師（熊本赤十字病
院 副院長）、赤十字国際委員会のイラク紛争犠 
牲者医療救援事業に派遣された渡瀨淳一郎医師

（大阪赤十字病院 国際医療救援部 副部長）が活
動報告を行い、困難に直面する人々への継続的
な支援の必要性を訴えました。
　式典終了後には谷村新司さんのコンサートが 
行われ、数々の名曲に包まれた会場に、出席者
も大満足の様子でした。

※詳細は赤十字救急法講習を受講ください。 受講のお問い合わせは、日赤の各都道府県支部へ。

宮田昭医師

スタンプラリーを楽しみながら日赤の活動を学んだ参加者たち

◎

2017 年 ６ 月 ６ 日 於:東京国際フォーラム

渡瀨淳一郎医師
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豆
大人こそ「おたふく風邪」に注意！
秦野赤十字病院　小児科　兵頭裕美

file.37

外国人住民に
命を救う知識や技術を伝えたい

出雲大社で「命の縁結び」！
 GWの観光地で献血の呼び掛け

　愛知県支部では、6月 4日、豊橋市で地域の
外国人住民を対象に、救急法短期講習を実施し
ました。昨年 12月に資格を取った３人の外国
人救急法指導員が、全国で初めてそれぞれの母
国語であるインドネシア語、ポルトガル語で
行った講習を 10人の外国人住民が受講。
　心肺蘇生やケガの手当ての方法を伝える内容で
は、「119番通報お願いします」といった日本語で
周囲の人に助けを求める必要性も説明しました。

　毎年お正月、ゴールデンウィーク、お盆休
みの期間など、献血者が少なくなる時期に献
血に助力いただいている出雲大社。今年は５
月３日、５日に参道脇で呼び掛けをし、２日
間で観光客や出雲大社職員など 103人の協力
を得ました。
　「出雲大社にご参拝になられる方々が、今後
ますます命を救う献血のご縁に結ばれますよう
に」と出雲大社職員の方は笑顔で語りました。

ネパール地震の支援に対して
献血で恩返し

地元企業と開発した
“点滴クリップ”がグランプリ獲得！

　諏訪赤十字病院は「認知症やせん妄
もう＊の患者

さんが点滴チューブを引き抜いてしまう」問題に
応え、地元企業と協力し、点滴クリップを開発。
国際モダンホスピタルショウ2017のアイデア
コンテストでグランプリを獲得しました。
　点滴クリップは、輸液パックと点滴チューブ
をつなぐ部分をしっかりと固定できる一方で、
強い力が加わるとクリップが外れ点滴スタンド
の転倒も予防できます。

母国語による講習は「疑問をすぐに質問できてよかった」と好評です

「献血で、命の
縁結びをお願
いします！」と
呼び掛け

愛知県

島根県

東京都

長野県

神奈川県秦野市立野台1-1　TEL 0463-81-3721

※ 幼児期におたふく風邪や予防接種の経験があっても抗体がつかな
い人がいます。抗体の有無は病院で調べられます。

AREA
NEWS
日々の生活や未来を支援するために。
全国各地、あなたの生活のすぐそばで、
日本赤十字社の活動は行われています。

　昨年、久々に流行した「おたふく風邪」。正式
には流

りゅう

行
こう

性
せい

耳
じ

下
か

腺
せん

炎
えん

といい、37～40℃の発熱
と、片方もしくは両方の耳の下から顎のライン
にかけて、ぷっくりとコブのような腫れを伴う
のが特徴です。
　２～５歳までの幼児期にもっとも多く、その
ため「子ども特有の病気」と思われがちですが、
実は、子どもよりも大人の方が、高熱が出やす
く重篤化する傾向があります。
　おたふく風邪は「ムンプスウイルス」というウ
イルスが、唾液腺（耳下腺）で炎症を起こして発
症します。しかし、ムンプスウイルスは唾液腺

以外にも生殖器や脳で炎症を起こすことがあり、
思春期以降の男性の５人に１人が精巣炎に、女
性の14人に１人が卵巣炎に、約１割が発熱や吐
き気、けいれんなどを伴う髄膜炎にかかること
が分かっています。合併症を招く恐れのあるム
ンプスウイルスそのものへの注意が必要です。
　感染力のピークは、腫れなどの症状が出る２
日前からの１週間。かかってからの特効薬はな
いので、まずは感染者の分泌物やくしゃみなど
に含まれるウイルスを避け、過去確実におたふ
く風邪にかかった方※を除き、予防接種をおす
すめします。

「知ってて良かった！健康豆知識」は切り取って保存していただけます

この日は通訳
ボランティア
を含め91人の
ネパール関係
者が来所。「同
じ思いのネパ
ール人はたく
さんいます」と
サリタさん（写
真左）

「チューブ引き
抜き」を解決し
た点滴クリップ
 
＊せん妄とは：
認知症と異なり
幻覚、錯覚な
どが起こる意
識障害で完治
が可能

「いのちを守る防災教育を推進する会」
が表彰されました
　このたび、山口県支部の「いのちを守る防災
教育を推進する会」（通称：命

め い

守
し ゅ

会
か い

）の取り組み
が、気象庁長官表彰を受賞しました。命守会は、
2015年に山口県支部と下関地方気象台、気象予
報士会西部支部と防災教育推進のために結成さ
れたものです。
　小中学校などでの「大雨防災ワークショップ」や、
ワークショップが効果的に進められるための教職
員対象の研究会が評価され、受賞となりました。

山口県

ワークショップ
「経験したこと
のない大雨・
その時どうす
る？」の様子

AREA NEWS

　５月21日、新宿東口献血ルームに朝から続々
とネパール人が訪れ、59人が献血しました。
　「2015年のネパール地震で日本から受けた
支援への恩返しをしよう」そう呼び掛けたサリ
タ・グルンさんはネパール地震の被災地で日赤
の救援活動に心を打たれた一人。ネパールジャ
パンユースクラブの仲間に相談し今回の献血が
実現。「日本の人たちの支援を忘れない。これ
からも恩返しをして行きたい」と語りました。

赤十字NEWS   July 2017   no.926 平成29年7月1日（毎月1日発行）　第926号（昭和24年9月30日 第三種郵便物認可）6



観客を魅了した
心癒やすカルテット

「きぬのまゆ玉」
チャリティプログラムに参加

　５月30日、さいたま赤十字病院にて日本フィ
ルハーモニー交響楽団による弦楽四重奏「ソ
ニック訪問コンサート2017 in さいたま赤十字
病院」が開催されました。公益財団法人埼玉県
産業文化センターとの共同主催で、観客は、患
者さんを含め約 180人が集まりました。
　クラシックや映画音楽などの生演奏に、観客
は表情が明るくなり「生演奏で名曲が聴けて心
が癒やされました」と声を弾ませました。

　チョコレート和菓子「きぬのまゆ玉」の売り
上げの一部が、茨城県支部の赤十字活動の支援
となる取り組みがスタートしました。茨城県内
では初のチャリティプログラムとなります。
　「きぬのまゆ玉」は、茨城県産の卵を使った黄
味餡

あん

をホワイトチョコで包んだお菓子。湖月庵代
表取締役社長の上野貴則さんは、「茨城県産の食
材を使った商品で社会貢献ができる仕組み。他社
にも広がるきっかけとなれば」と語っています。

演奏に引き込まれ、一心に聴き入っていました

第27回全国菓子
大博覧会にて農
林水産大臣賞を
受賞した「きぬ
のまゆ玉」

幸せの願いをすずらんに
込めて今年も全国の赤十
字施設へ

お詫びと訂正　赤十字NEWS第924号の13面「健康豆知識」の原武麻
里看護師の肩書に誤りがありました。「がん患者専門看護師」と記
載しましたが、正しくは「がん看護専門看護師」です。訂正し、お
詫び申し上げます。

埼玉県 茨城県

　平成29年６月23日、新霞が関ビル「全社協･灘尾
ホール」において開催した第90回代議員会の審議結
果は下記のとおりです。 
 平成29年７月１日

記
第１号議案　 役員の選出について　理事１名及び

監事１名が次のとおり選出されました。
　　　理事　西宮　映二
　　　監事　庄山　悦彦
第２号議案　 平成28年度事業報告及び収支決算

の承認について
　　　原案のとおり議決されました。

第90回代議員会開催報告   

　平成29年６月23日、全国社会福祉協議会会議室
（新霞が関ビル）において平成29年度１回目の理事会
が開催されました。審議結果は下記のとおりです。 

記
１　第90回代議員会に付議する事項について
　　 （役員の選出、平成28年度事業報告及び収支

決算の承認）
審議の結果、いずれも原案のとおり議決されました。
また、全国支部・施設での広報活動について、報告
しました。

理事会開催報告   

活動資金ご協力のお願い

　平成29年６月22日、本社において平成29年度
第３回の常任理事会が開催されました。
１　 理事会及び第90回代議員会に付議する事項

について（役員の選出、平成28年度事業報
告及び収支決算の承認）

　審議の結果、理事会及び第90回代議員会に付
議する事項については、原案のとおり本年６月
23日開催の理事会及び第90回代議員会に付議す
ることが了承されました。
　また、予算の補正にかかる５月分の社長専決
事項等の決定状況について、報告しました。

常任理事会開催報告

　災害時に寄せられた義援金は、全額が被災者に届けられます。一方、
日本赤十字社が行う被災地での救護活動や、被災者に配布される救
援物資の調達には義援金は使われず、すべて皆さまからの会費やご
寄付である活動資金で賄われています。
　昨年度、熊本地震災害での救援活動や物資の配布も、皆さまから
の会費やご寄付によって実現しました。救援物資については今後の
大規模災害に備え、新たな補充を必要としております。
　引き続きのご支援、ならびにご支援の輪を広げる活動へのご協力を、
何とぞよろしくお願い申し上げます。
 

【ご協力方法】
①    お住まいのお近くの赤十字窓口から
　　（全国47都道府県に支部を設置しています）
②    口座振替による継続的な支援
③    クレジットカードによる継続的な支援

詳しくは、本社パートナーシップ推進部（03-3437-7081）へお問い合わせください。または、日赤ウェブサイトをご覧ください。

日赤　活動支援 検索

幸せの願いをすずらんに込めて―今年も全国の赤十字施設へ

　今年も、ANAグループから全国47カ所の赤十字病院
と関連施設に、すずらんの花としおりが贈られました。
昭和31年に始まったこの取り組みは今年で62回目。
毎年、ANAグループが北海道で栽培されたすずらんの
鉢植え、切り花、すずらんの香り付きの特製しおりを
全国に届けています。すずらんの花言葉は「幸せの
再来」。約 1万 9000枚のしおり１枚１枚に、ANA
グループ社員の皆さんが、幸せを願うメッセージを
手書きで添えています。
　東京の大森赤十字病院には、ハートラちゃんと共に
ANAの客室乗務員が訪問。患者さんは

「本物のすずらんは初めて。こんな
やさしい香りがするんですね」と感激。
しおりの香りを嗅

か
いで「他の方にも、

幸せを分けられたら」と笑顔になる
患者さんも。患者さんだけでなく病院を
訪れた全ての方にしおりが配られ、
たくさんの笑顔が生まれました。

全国

①お名前（匿名をご希望の方は、その旨もご記入ください）　
②郵便番号・ご住所　③電話番号　④年齢　
⑤赤十字NEWS７月号を手にされた場所（例／献血ルーム）
⑥７月号で良かった記事、興味深かった記事はどれで　
　すか？（いくつでも）
　 A. 表紙　B．ちゃんと届くにはワケがある　
　C．平成28年度日本赤十字社決算概要報告
　D．全国赤十字大会  Ｅ. LOVE in Action Meeting(LIVE)
　F.とっさのとき、どうする？  G.エリアニュース  
　H. 健康豆知識　I ．プレゼント　
　J ．ワールドニュース　K ．人道支援の現場から
⑦赤十字NEWSのご感想、扱ってほしいテーマ、
　その他Voice（読者の声）への投稿もお待ちしています。
郵送／〒105-8521
　　　東京都港区芝大門1-1-3  日本赤十字社 
　　　広報室  赤十字NEWS７月号プレゼント係
FAX／03-6679-0785  メール／koho@jrc.or.jp
（件名「赤十字NEWS７月号プレゼント係」）
7月31日（月）必着　
※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます

AREA NEWS

http://www.jrc.or.jp

しおりに添えられた
手書きメッセージと
やさしいすずらんの
香りを喜ぶ入院患者
の女の子

法人の皆さまからも多くの支援をいただ
いております。公益財団法人ＪＫＡ（競輪）
からの補助で、毛布（２万枚）、タオルケッ
ト（4000 枚）、安眠セット（6480 セット）
の救援物資を整備しました。

マフラータオル（A・Bいずれか）、
クリップペンのセットを６名さまにプレゼントします
以下の項目を明記のうえ、
郵送・FAX・メールで
ご応募ください。

（タオル：綿100％、サイズ約105cm×約19cm）
A B
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異文化と多様性の中で

　そうした中、ICRCの要請を受け、イラク
での紛争犠牲者の医療救援に従事した杉本卓
哉医師（熊本赤十字病院）、渡瀨淳一郎医師（大
阪赤十字病院）、井上芳門医師（名古屋第二赤
十字病院）、高尾亮医師（熊本赤十字病院）の
４人がこのほど帰国しました。
　４医師が派遣されたのはイラク北部エルビ
ルの西エルビル救急病院（通称：ロジャワ病院）
で、ここには日本を含め９カ国の赤十字社から
医師や看護師が派遣され、約３カ月半で大小合
わせて約 400件の手術が行われました。言葉
や文化、手法の異なる中での医療救援について
井上医師は、「各国の医師とコミュニケーショ
ンする上で大事なのは自分に興味を持ってもら
い、相手にも興
味を持つことで
す。私は料理が
好きなので、お
すしを作ったら
とても喜ばれて、
それをきっかけ
にして仲良くな
れました」

イラクの人々に  
一日も早く平和な日常を
　化学兵器の被害に遭ったとみられる子ども
５人を含む７人家族の治療を担当した渡瀨医
師は、「彼らは紛争に参加していたわけではあ
りません。平和に暮らしていた一般市民です。
彼らが苦しんでいるのを見ると、どんな理由
であれ戦争をしてはいけないと痛切に感じま
した。同じ地球に生きている人間として彼ら
の身に起きていることに無関心ではいられま
せん。しっかりと治療していくというのが私
たちのポリシーです」
　一方、高尾医師は「今回初めて海外医療救
援に参加しました。自分が少しでも患者さん
の役に立てればいいと、そんな気持ちで頑張
りました」
　４医師にとって現地での何よりの喜びは、
紛争被害者の傷が癒え、笑顔を取り戻すこと
でした。帰国後、４医師はそれぞれの病院勤
務に戻りましたが、イラクの人々への想いは
変わらず、一日も早く平和な日常が戻ってく
ることを願い続けています。

けがの治療だけでなく、安らぎの場に

杉本 卓哉
T a k u y a  S u g i m o t o

イラク紛争犠牲者医療救援事業
熊本赤十字病院（医師）

　2017 年２月 19 日。「イラク北部の都市モ
スル西部の作戦が始まった」とニュースが流
れました。ちょうど私がモスルから約80km
離れたエルビルに向けて出国した日。ICRC と
９カ国の赤十字社による共同事業で、私は外
科医として派遣され、エルビル市内の病院で
３カ月半働くことになりました。
　モスルから受け入れた多数の患者には、子ど
もたちも多く含まれていました。その中に頭部に
重傷を負い、手術を受けた女の子がいました。
回診で会っても表情を変えず、話すこともなく、

不審げに私たちを見つめる女の子。そんな子も、
同時期に受傷した周りの子どもたちが元気になっ
ていくと、自然と笑顔を見せるまでに。やがて私
たちスタッフをからかったり、手伝いをしてくれた
りと、病棟で一番の活発な子になってくれました。
　子どもたちは病棟全体を明るくしてくれます。
外科診療チームといっても、その役割はけが
を治すだけではありません。私たちは、入院
中というひとときだけでも患者に安らぎを感じ
てもらいたいし、安らいでくれるその姿に逆に
癒やされることもあるのです。
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赤十字国際委員会（ICRC）の要請を受け、イラクでの紛争犠牲者の医療救援に従事した
4 人の医師が帰国しました。約３カ月半に及ぶ現地での活動とその想

お も

いを報告します。

戦争の爪痕と、医療救援
帰国した４人の医師が感じた平和への想い

ICRCは、これまでに食料を23万人へ、救援物資を13万5000人に配布
©André Liohn／ICRC

渡瀨医師と、同氏が治療を担当した家族（手前右がヤシル君）

化学兵器と思われる爆弾の被害に遭った子どもから、渡瀨医師へ贈られた手紙
「ICRC の担当の先生へ ボクを助けてくれてありがとう。あなたを愛してます。ヤシル」
化学兵器と思われる爆弾の被害に遭った子どもから、渡瀨医師へ贈られた手紙

「ICRC の担当の先生へ ボクを助けてくれてありがとう。あなたを愛してます。ヤシル」
化学兵器と思われる爆弾の被害に遭った子どもから、渡瀨医師へ贈られた手紙

「ICRC の担当の先生へ ボクを助けてくれてありがとう。あなたを愛してます。ヤシル」

イラク紛争犠牲者医療救援事業

エルビル

1 1 人道支援の現場から
vol.

イラク第２の都市モスル近郊で  
赤十字が活躍中
　長引くイラク国内の戦闘は今なお収まる気
配を見せず、昨年 10月、イラク軍がイスラ
ム武装勢力の支配下にある同国第２の都市モ
スルの奪還作戦を開始したことによって、大
量の国内避難民が発生するとともに、戦闘に
よる負傷者が急増しています。
　そのモスル近郊で今、ICRCとイラク赤新
月社は「紛争の犠牲となっている人々に寄り
添い、人間の尊厳と生活を守る」という理念
のもと、2500人以上の現地赤十字職員やボ
ランティアが協力し、モスル近郊の避難民
キャンプなどで温かい食事の提供や救援物資
の配布、医療活動などを実施しています。

手術後の様子を診る井上医師 麻酔をかける高尾医師。自身初の海外医療救援活動の様子
©ICRC©ICRC

©ICRC
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